
 「日本の医療とＴＰＰ」 

 新年明けましておめでとうございます。 

今年は辰年で、龍のごとく大きく飛翔できればよろしいのですが、期待したいものです。 

 いま日本はＴＰＰに参加するかどうかで、大いに関心をもって見つめているところでありますが、ＴＰＰに 

は関税撤廃を求める20項目の協定内容が盛り込まれています。そのうちの一つに医療の解禁も含まれ 

ており、医療関係者の間では「ＴＰＰ参加は国民皆保険制度が崩壊する」と危惧する声も聞こえております。 

 2009年の米通商代表部との日米交渉では、「経済特区に限定された混合診療の原則解禁や株式

会社による病院経営の解禁になる」と予測されています。経済特区での格差医療が全国的に一気に広

がる可能性は殆どないものと思われます。仮に実現されたとして、富裕層対象の医療が一般医療より高

額なため、全国規模で行うと総合医療も公的医療も急騰するおそれがあり、これは公的医療抑制とい

うこととは矛盾することになります。日本の医療は費用の割に効果が大きいのは世界一で、しかも国民の

80％以上が信頼している国民皆保険を根幹から崩すことは、政治的に不可能でありましょう。 

 経済特区で医療分野に市場原理が導入されれば、医療の非営利性の根本理念が崩れ、特区以外でも医師や医療機関の一

部で営利的行動が強まると考えられます。企業家的な考えで行動する医師や医療機関が増えることは、医療倫理の最大の脅威に

もなります。こうなれば国民の医師や医療機関への信頼を低下させかねません。ＴＰＰの医療で与える影響で最も心配なことは、国

民の医療に対する信頼の喪失ということです。皆さんも大いに関心をもって、これらの成り行きを見つめて欲しいと願うものです。 

 以上は、二木 立氏（日本福祉大学副学長・医療経済学者）の意見を要約したもので、私も大いに感銘をうけましたので皆さん

に私なりの解釈を加え、ご紹介する次第です。 

第26号 

夕暮れの札幌～病院からの風景～ 

平松記念病院 

理事長 町田 荘一郎 

題字：北川 貴也 

 平成23年11月12日（土）に地域の方々に向け

て公開講座を開催しました。今回は当院の副

院長で睡眠医療センター長でもある武藤医師

による『日中の眠気に潜む様々な睡眠障害』

をテーマにお話しさせて頂きました。今回は

初の土曜日開催、コンサドーレ札幌のＪ１昇格

のかかる大事な試合などもあり、地域の方々

に参加して頂けるか不安もありましたが、たく

さんの方に参加して頂き、また多くの質問や

ご意見を頂くことが出来大変感謝しておりま

す。今後もホームページや新聞で開催のお知

らせをしていきます

ので、引き続き皆さま

のご参加をお待ちし

ています。 

公開講座開催しました!! 
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 去るH23年12月7日（水）当院の年末行事「クリスマス会」が行われ

ました。 今年もイルミネーションや飾り付けにて会場が彩られ、クリス

マスムード満点の中、踊りや合唱・バンドの発表が行われました。今年

はマジックショーも新たに加わり、例年以上の盛り上がりをみせた様で

す。最後には美しいキャンドルサービスを見ながら院長扮するサンタさ

んからのプレゼントを受け取り終了となりました。 

大盛況だったボランティアの方の

マジックショー 

 昨年は3月11日の「東日本大震災」があり、誰もが経験したことのない

悲惨な現状が報じられる一方で、災害に負けずお互いに助け合い力強く

復興に立ち向かう被災者の姿も知ることができ、改めて

日本人の強さに感動した年でもありました。  

 さて早いもので広報誌も26号となりました。 

「マンネリ」というご指摘を受けないよう委員一同これか

らも新鮮な情報を提供できるよう努力していきますので

宜しくお願い致します。                 

                 広報委員 吉田 

１.精神障害者の医療および保護を行い自立のために、社会復帰 
 および社会的経済活動への支援をします。 
２.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し、 
 地域に根ざした病院を目指します。 

理 念 

基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます。 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように努めます。 
２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 
３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 
４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 
５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 

患者さんの権利  
私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行います。 
１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 
２.個人として人格を尊重される権利 
３.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 
４.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選択する権利 
５.個人情報やプライバシーが守られる権利 
６.セカンドオピニオンを受ける権利 
７.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 

 

患者さんの責務  
１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療歴・アレルギー歴などの情報
を提供する必要があります。 

２.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り組む必要があります。 
３.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生活上のルールやマナーを 
 遵守する必要があります。 

適切な精神科医療・保健・福祉を目指し  

次の二つの柱を基礎に据えます。 
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ており、医療関係者の間では「ＴＰＰ参加は国民皆保険制度が崩壊する」と危惧する声も聞こえております。 

 2009年の米通商代表部との日米交渉では、「経済特区に限定された混合診療の原則解禁や株式
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高橋 玲緒奈 花井 葉子 高橋 満里 

山田 威仁さま 

 外来診療統計 

2)年度別精神科作業療法件数 1)年度別新患数 

3)年度別精神科訪問看護件数  ４）年度別精神科デイ・ケア等延件数 

 1)外来新患数は平成17年度から19年度にかけて減少傾向であった。これは予約制へ移行した影響と考えられる。し

かし、平成22年度は最近4年間の内では最も多くなり回復傾向と言える。 2)外来精神科作業療法の件数は年々増

加しており、平成22年度は過去最高の件数を記録した。 3)精神科訪問看護の件数も年々増加しており、特に平成22

年度は飛躍的に増加した。また、平成20年度以降は複数スタッフによる訪問が主となっている。4)精神科デイ・ケア等

の件数は平成18年度の15,000件台がピークであり、以後は減少傾向である。特にデイ・ケアの減少が目立つ。 

 入院診療統計 

1)年度別新規入院患者数   2)病棟別平均在院日数    3)入院患者疾患別内訳(H22年度） 

 1)新規入院患者数は、平成19年度までは270～280人であったが平成20年度以降は300人台に増加した。 2)病棟

別の平均在院日数は急性期治療病棟では毎年短縮し、平成22年度は60.6日になった。一方で、精神科療養病棟は延

長傾向である。病棟の機能分化が進んだ結果であるが、今後は長期入院患者さんの退院支援に一層注力する必要

がある。 3)新規入院患者の疾患別内訳では、統合失調症圏が42%と最大で、次いで感情障害圏が多く、両者で74%

を占めている。神経症圏は5%と少なかった。また、睡眠障害の入院検査件数が増えて来ており、16%を占めた。 

（文責 医療情報委員会） 

まずは自己紹介から… 

当院で⼼理⼠として勤務している⼭⽥威仁と

申します。出⾝である横浜から北海道に移って、

早いもので11年が経ちました。今も冬の真っ只

中ですが、私が初めて北海道に来た時も冬で、

寒さの質の違いに驚いたのを思い出します。当

時、⽯狩の当別町に住むことになったのですが、

ものすごい吹雪で、また夏靴しかもっていなかった

ため、当別駅前での初転びは新天地に降り⽴っ

た若者の⼼細さを煽りました。しかし、不思議と慣

れるものです。未だに1シーズンに数回地味に転

ぶのと雪かきだけはどうも慣れませんが、すっかり北

海道を満喫できるようになりました。趣味は⼤学

時代に4年間アメリカンフットボール部に所属した

ことがきっかけで、いまだに暇を⾒つけては筋⾁ト

レーニングしてます。とはいえ、スクワットは昔からあ

まり好きでなく、もっぱらベンチプレスばかり、上半

⾝の妙な膨らみはそのせいです。皆様にはバラン

ス良く取り組むことをお勧めします。 

心理士としてやりがいを感じる瞬間… 

まったく⼈が変ってしまったといったような劇的な変化や華々し
さはないかもしれません。しかし、時間をかけて関わっていく中で
患者さんが前向きになる瞬間に触れることがあります。こつこつと
⼀つずつ積みあげていく地道な仕事だからこそ、ささやかな⼀歩
をうれしく感じることができるのかもしれません。そういった意味で
は筋⾁トレーニングと通じるものもあるのかもしれません（？）。
これからも多くの⽅とお話ができればと思っていますので、よろしく
お願いいたします。 

山田 威仁さん 

今回のゲストは 
この方!！ 
山田威仁さん 

平松記念病院心理スタッフ 

心理士ってどんな人… 

⼼理⼠といっても、まだ馴染みのない⽅もいらっしゃるかもし
れませんので少しだけ紹介します。⼼理⼠は⼼理学の知識や
技術を⽤いて、主に患者さんが⾃⼰理解を深めていくためにお
話をお伺いする専⾨職です。お話をお伺いする中で⼼理検査
をすることもあります。気持ちは⼀⼈で抱えておくのでなく、誰か
に話すことで少し楽になったり、⾃分の考え⽅の傾向に気がつ
いたり、新たな視点を持つきっかけとなることがあります。 

★★★次回は、栄養科の柴田一美栄養士へバトンを渡したいと思います★★★ 

 
笑って 

～山田威仁さんのプロフィール～～山田威仁さんのプロフィール～～山田威仁さんのプロフィール～   

   神奈川県横浜市生まれ。北海道医療大学を神奈川県横浜市生まれ。北海道医療大学を神奈川県横浜市生まれ。北海道医療大学を

卒業後、卒業後、卒業後、200420042004年より心理士として平松記念病年より心理士として平松記念病年より心理士として平松記念病

院に入職。心理業務以外にもデイケア、作業院に入職。心理業務以外にもデイケア、作業院に入職。心理業務以外にもデイケア、作業

療法にも従事。また、創刊より当院の広報委療法にも従事。また、創刊より当院の広報委療法にも従事。また、創刊より当院の広報委

員も務めている。員も務めている。員も務めている。   

あお 
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 1)外来新患数は平成17年度から19年度にかけて減少傾向であった。これは予約制へ移行した影響と考えられる。し

かし、平成22年度は最近4年間の内では最も多くなり回復傾向と言える。 2)外来精神科作業療法の件数は年々増

加しており、平成22年度は過去最高の件数を記録した。 3)精神科訪問看護の件数も年々増加しており、特に平成22

年度は飛躍的に増加した。また、平成20年度以降は複数スタッフによる訪問が主となっている。4)精神科デイ・ケア等

の件数は平成18年度の15,000件台がピークであり、以後は減少傾向である。特にデイ・ケアの減少が目立つ。 

 入院診療統計 

1)年度別新規入院患者数   2)病棟別平均在院日数    3)入院患者疾患別内訳(H22年度） 

 1)新規入院患者数は、平成19年度までは270～280人であったが平成20年度以降は300人台に増加した。 2)病棟

別の平均在院日数は急性期治療病棟では毎年短縮し、平成22年度は60.6日になった。一方で、精神科療養病棟は延

長傾向である。病棟の機能分化が進んだ結果であるが、今後は長期入院患者さんの退院支援に一層注力する必要

がある。 3)新規入院患者の疾患別内訳では、統合失調症圏が42%と最大で、次いで感情障害圏が多く、両者で74%

を占めている。神経症圏は5%と少なかった。また、睡眠障害の入院検査件数が増えて来ており、16%を占めた。 

（文責 医療情報委員会） 

まずは自己紹介から… 

当院で⼼理⼠として勤務している⼭⽥威仁と

申します。出⾝である横浜から北海道に移って、

早いもので11年が経ちました。今も冬の真っ只

中ですが、私が初めて北海道に来た時も冬で、

寒さの質の違いに驚いたのを思い出します。当

時、⽯狩の当別町に住むことになったのですが、

ものすごい吹雪で、また夏靴しかもっていなかった

ため、当別駅前での初転びは新天地に降り⽴っ

た若者の⼼細さを煽りました。しかし、不思議と慣

れるものです。未だに1シーズンに数回地味に転

ぶのと雪かきだけはどうも慣れませんが、すっかり北

海道を満喫できるようになりました。趣味は⼤学

時代に4年間アメリカンフットボール部に所属した

ことがきっかけで、いまだに暇を⾒つけては筋⾁ト

レーニングしてます。とはいえ、スクワットは昔からあ

まり好きでなく、もっぱらベンチプレスばかり、上半

⾝の妙な膨らみはそのせいです。皆様にはバラン

ス良く取り組むことをお勧めします。 

心理士としてやりがいを感じる瞬間… 

まったく⼈が変ってしまったといったような劇的な変化や華々し
さはないかもしれません。しかし、時間をかけて関わっていく中で
患者さんが前向きになる瞬間に触れることがあります。こつこつと
⼀つずつ積みあげていく地道な仕事だからこそ、ささやかな⼀歩
をうれしく感じることができるのかもしれません。そういった意味で
は筋⾁トレーニングと通じるものもあるのかもしれません（？）。
これからも多くの⽅とお話ができればと思っていますので、よろしく
お願いいたします。 

山田 威仁さん 

今回のゲストは 
この方!！ 
山田威仁さん 

平松記念病院心理スタッフ 

心理士ってどんな人… 

⼼理⼠といっても、まだ馴染みのない⽅もいらっしゃるかもし
れませんので少しだけ紹介します。⼼理⼠は⼼理学の知識や
技術を⽤いて、主に患者さんが⾃⼰理解を深めていくためにお
話をお伺いする専⾨職です。お話をお伺いする中で⼼理検査
をすることもあります。気持ちは⼀⼈で抱えておくのでなく、誰か
に話すことで少し楽になったり、⾃分の考え⽅の傾向に気がつ
いたり、新たな視点を持つきっかけとなることがあります。 

★★★次回は、栄養科の柴田一美栄養士へバトンを渡したいと思います★★★ 

 
笑って 

～山田威仁さんのプロフィール～～山田威仁さんのプロフィール～～山田威仁さんのプロフィール～   

   神奈川県横浜市生まれ。北海道医療大学を神奈川県横浜市生まれ。北海道医療大学を神奈川県横浜市生まれ。北海道医療大学を

卒業後、卒業後、卒業後、200420042004年より心理士として平松記念病年より心理士として平松記念病年より心理士として平松記念病

院に入職。心理業務以外にもデイケア、作業院に入職。心理業務以外にもデイケア、作業院に入職。心理業務以外にもデイケア、作業

療法にも従事。また、創刊より当院の広報委療法にも従事。また、創刊より当院の広報委療法にも従事。また、創刊より当院の広報委

員も務めている。員も務めている。員も務めている。   
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